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9 こどもや家族などへのアンケートをしたこと 

 

       

 新しい計画を考えていくために、長野県でこどもや家族などにアンケート

調査をしましたね？ 

  

       

  はい 

具体的な取組を考えていく前の最後のお話として、そのことについてお

話をしたいと思います 

 

       

 令和６年の夏ごろにあったアンケート調査のことですね？   

       

  そうです 

令和６年の６月から７月に行いました 

 

       

 そういえば、この前、施設の人に言われて、書いて出しました   

       

 私も最後にいた施設の人に頼まれて、インターネットで答えました   

       

  みなさん、ご協力いただいて、ありがとうございました  

       

 ところで、どんなアンケート調査をしたのですか？   

       

  次の人たちに、今の生活の状況、家族との関係や思い、子育てへのサポ

ートの状況などについてアンケートをしました 

 

長 

B 

長 

学 

施 

町 

長 

O 

長 

 

112 

 

9-1 長野県社会的養育に関する実態調査（アンケート調査）について 

 

長野県では、新しい計画を考えていくに当たり、令和６年６月から７月に、施設や里親の家で生活して

いるこどもやその保護者、そして家族と生活しているこどもなどを対象にしたアンケート調査（長野県社

会的養育に関する実態調査）を行いました。（アンケート調査の概要は、以下を参考にしてください。） 

 

アンケート調査の実施に当たっては、多くの方にご協力いただきました。 

ありがとうございました。 

 

参考 長野県社会的養育に関する実態調査 概要 

【調査目的】 

被措置児童（児童相談所の措置により児童養護施設や里親家庭等で生活している児童）をはじめ

とした県内の児童の生活状況や家族との関係や思い、保護者の生活状況や保護者への子育て支援の

状況等を定量的に把握し、実態を踏まえた計画見直しを行うため。 

 

【調査期間】 

令和６年６月 19 日～7 月 31 日 

 

【調査対象・方法】 

調査対象 調査方法 

①-1 被措置児童（小学１～３年生） 児童相談所担当職員による聞き取り 

①-2 被措置児童（小学４年生以上） 
施設職員等によるアンケート用紙配布・

回収 

②-1 一時保護児童（小学１～３年生） 児童相談所担当職員による聞き取り 

②-2 一時保護児童（小学４年生以上） 
児童相談所職員・施設職員等によるアン

ケート用紙配布・回収 

③ 被措置児童・一時保護児童の保護者 「ながの電子申請サービスによる」回答 

④ ①・②以外の児童 「ながの電子申請サービスによる」回答 

⑤ ③以外の保護者 「ながの電子申請サービスによる」回答 

⑥ 
措置解除後概ね 10 年以内の者（ケ

アリーバー） 
「ながの電子申請サービスによる」回答 

⑦ 

児童養護施設等職員 

登録里親 

市町村こども福祉担当職員 

児童相談所職員 

「ながの電子申請サービスによる」回答 

 

 



  

113 

 
113 

 ① 施設や里親の家で生活するこども（小学生以上） 

② 児童相談所に一時保護されているこども（小学生以上） 

③ 施設や里親の家で生活するこどもや一時保護されているこどもの親 

④ ①と②以外のこども（家族と生活しているこども） 

⑤ ③以外の親 

⑥ 施設や里親の家で生活したことがあって今は自立している人（おとな） 

⑦ 施設の職員・里親・市町村の担当職員・児童相談所の職員 

 

       

       

 いろいろな人にアンケートしたのですね   

       

  これから新しい計画での取組について話し合っていくことになりますが、

そのなかで、このアンケートの内容や結果についても少しずつお話しでき

ればと思っています 

 

       

 アンケートの結果も見ながら、具体的な取組を考えていかなければいけ

ませんね 

  

       

  そのためのアンケートでしたので、内容や結果についてもお話ししなが

ら、それぞれの取組について話し合っていければと思っています 

 

       

 ところで、今回のアンケートの結果については、何かまとめたものを出す

のですか？ 

  

       

  令和７年２月に報告書を出しました 

こどものみなさんには難しい内容になるかもしれませんが、みなさんに

答えてもらった結果でもありますので、興味があれば、ぜひ見てください 
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また、上記のアンケート調査（長野県社会的養育に関する実態調査）とは別に、令和６年８月に「長野

県こどもモニター」を対象に、上記の対象者④（被措置児童・一時保護児童以外の在宅児童）と同じ内容

のアンケート調査も行いました。 

 

用語解説 長野県こどもモニター 

 長野県において「こどもまんなか社会」を目指すため、こどもに関わる政策を企画し、実施してい

くに当たって、こどもの意見を反映させるために、募集しているモニター 

 令和５年度からモニターを募集し、こどもに関する政策についてのアンケート調査を行っている 

 長野県内に住む小学５年生から高校３年生（18 歳）までのこどもを対象に、毎年度モニターを募

集している 

 

 

9-2 長野県社会的養育に関する実態調査（アンケート調査）等の結果について 

 

今回の調査の結果、施設や里親の家などで生活しているこどもの生活の状況や思いなど、様々なこ

とがわかってきました。 

 

この本（計画）のなかでも、それぞれの取組に関係するアンケート調査の一部について説明をしていく

こととします。 

 

なお、今回のアンケートの全体の調査結果については、「長野県社会的養育に関する実態調査報告書」

（令和７年２月作成）がありますので、そちらをご覧ください。 

 

こどもやその家族をサポートしている関係者の皆さん（市町村・児童相談所の職員、里親、施設の職員、

その他の関係者）が、今後こどもや家庭をサポートするときや、そのための仕組みを検討する際の参考

にしていただければ幸いです。 
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  さて、本日はここまでにしたいと思います  

       

 すると、次回からは、具体的な取組についての話し合いが始まるのです

か？ 

  

       

  お待たせしたかもしれませんが、これで、ようやく始められそうです  

       

 取り組むべきことがたくさんありそうですね   

       

  はい 

まだまだ長い話し合いになると思いますが、みなさん、よろしくお願いし

ます 
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コラム 社会的養育に関わる現場の皆さんの「思い」① 

9-1 でも説明したとおり、令和６年６月から７月に行った「長野県社会的養育に関する実態調査」で

は、児童養護施設等職員・登録里親・市町村こども福祉担当職員・児童相談所職員といった社会的養

育に関わる皆さんへのアンケート調査も行いました。 

ここでは、アンケート結果の一部から見える関係者の皆さんの「思い」などを紹介します。 

 

長野県社会的養育に関する実態調査 

社会的養育関係者向け調査 問 10 

 あなたが行っているこどもや保護者の相談や支援等に関して、やりがいを感じることがどの

程度ありますか。（近い項目を１つ選択） 

 

社会的養育関係者向け調査 問 12 

あなたが行っているこどもや保護者の相談や支援等に関して、困難を感じることがどの程度

ありますか。（近い項目を１つ選択） 

 

 

上記のアンケートの結果、社会的養育に関わる多くの人たちが、それぞれの現場でのこどもや保護

者へのサポートにおいて困難を感じながらも（困難を感じることが「いつもある」「よくある」「たまに

ある」が全回答者の 83.6％）、やりがいも感じながらサポートに取り組んでいる（やりがいを感じる

ことが「いつもある」「よくある」「たまにある」が全回答者の 80.6％）ことがうかがえます。 

 

（つづく） 

（その②は 464 ページにあります） 

 


